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進
ま
な
い
成
果
の
把
握
、情
報
開
示

　
文
部
科
学
省
は
12
年
に
打
ち
出
し
た

「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
、〝
徹

底
し
た
情
報
公
開
〟
と
い
う
方
針
を
掲
げ
、

同
省
所
管
の
独
立
行
政
法
人
大
学
改
革
支

援
・
学
位
授
与
機
構
の
サ
イ
ト
上
に
「
大

学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

現
在
、
約
9
0
0
の
国
公
私
立
大
学
・
短

期
大
学
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

は
図
表
1
の
よ
う
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。

要
す
る
に
各
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、

教
育
の
効
果
や
成
果
に
関
す
る
指
標
も
、

受
験
生
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
で
あ
る

入
試
の
難
易
度
に
関
す
る
情
報
も
一
切
含

ま
れ
て
い
な
い
。
大
学
・
学
部
ご
と
の
比

較
も
容
易
に
は
で
き
な
い
つ
く
り
と
な
っ

て
い
る
。

　
故
に
、
こ
れ
か
ら
大
学
に
進
学
し
よ
う

と
す
る
高
校
生
や
そ
の
進
路
指
導
を
行
う

高
校
な
ど
で
の
認
知
度
は
極
め
て
低
く
、

お
よ
そ
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
が
国
で

は
大
学
関
係
者
や
教
育
関
係
者
を
中
心
に

「
教
育
の
効
果
や
成
果
の
把
握
は
難
し
い
」

と
い
う
声
が
根
強
く
、
7
年
た
っ
た
現
在

も
教
育
の
効
果
や
成
果
の
把
握
は
〝
手
付

か
ず
〟
状
態
に
近
く
、
結
果
と
し
て
〝
徹

底
し
た
情
報
公
開
〟
に
は
程
遠
い
の
が
現

状
で
あ
る
。

英
で
は
学
生・卒
業
生
調
査
が
定
着

　
こ
れ
に
対
し
て
、
海
外
主
要
国
で
は
、

大
学
の
研
究
面
の
成
果
の
み
な
ら
ず
、
教

育
面
の
成
果
を
把
握
す
る
た
め
の
取
り
組

み
や
情
報
開
示
が
進
ん
で
い
る
国
が
少
な

く
な
い
。

　
例
え
ば
英
国
で
は
、
広
く
社
会
全
体
が

関
わ
る
形
で
大
学
改
革
の
在
り
方
が
何
度

も
検
討
さ
れ
、
実
行
に
移
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
同
国
で
は
「
高
等
教
育
と
は
、

進
学
す
る
学
生
が
奨
学
金
を
得
て
自
ら
授

業
料
を
将
来
的
に
負
担
す
る
と
い
う
自
己

投
資
を
通
じ
て
、
卒
業
後
の

〝em
ployability

〟
を
獲
得
す
る
と
い
う

形
で
利
益
を
得
る
た
め
も
の
で
あ
る
」「
高

等
教
育
の
効
果
や
成
果
は
、
卒
業
生
が
い

か
に
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
て
い
る
か
、

在
学
生
や
卒
業
生
が
自
ら
の
受
け
た
教
育

に
ど
れ
ほ
ど
満
足
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て

測
ら
れ
る
」
と
い
う
認
識
が
社
会
に
広
く

大
学
改
革
は
な
ぜ
進
ま
な
い
の
か

求
め
ら
れ
る〝
身
内
の
目
線
〟か
ら
の
脱
却

日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

河
村
小
百
合

解 説

　
2
0
1
2
年
の
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」、13
年
の
「
国
立
大
学
改
革
プ
ラ
ン
」、15
年
の
「
国
立
大
学
経
営
力
戦
略
」。

わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
何
度
も
大
学
改
革
、
と
り
わ
け
国
立
大
学
の
改
革
プ
ラ
ン
が
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
そ
の
成
果
が
十
分
に
実
を
結
ぶ
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
大
学
と
は
、
活
動
の
自
律

性
が
重
ん
じ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
一
方
、
国
全
体
の
活
力
を
生
み
出
す
上
で
重
要
な
役
割
を
担
う
社
会
の
公
器
で

も
あ
る
。
本
稿
で
は
大
学
の
機
能
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
行
の
制
度
設
計
や
改
革
の
検
討
体
制
の

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
を
考
え
た
い
。

か
わ
む
ら
・
さ
ゆ
り
　
88
年
3
月
京

大
法
卒
、19
年
7
月
か
ら
現
職
。11
年

か
ら
社
会
保
障
審
議
会
委
員
、15
年

か
ら
行
政
改
革
推
進
会
議
民
間
議
員
、

19
年
か
ら
財
政
制
度
等
審
議
会
財
政

制
度
分
科
会
委
員
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め

る
。
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浸
透
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
認
識
を
背
景
に
、
同
国
で
は
、

政
府
や
大
学
か
ら
は
独
立
し
たU

nistats

な
ど
の
公
的
な
情
報
集
約
・
開
示
機
関
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
各
大
学
は
、
学
部
や

専
攻
ご
と
の
課
程
の
内
容
や
修
学
状
況
、

卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
関
す
る
詳
細
な
情

報
を
こ
れ
ら
の
公
的
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、U

nistats

な
ど
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
誰
で
も
容
易
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
形
で
開
示
す
る
W
E
B

サ
イ
ト
を
運
営
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
開
示
さ
れ
て
い
る
情
報
は
図
表
2

の
よ
う
な
も
の
で
、
わ
が
国
の
「
大
学
ポ

ー
ト
レ
ー
ト
」（
前
掲
図
表
1
）
と
の
情

報
の
質
・
量
の
両
面
で
の
差
は
極
め
て
大

き
い
。

　
そ
こ
で
開
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
詳
し

く
見
る
と
、
英
国
で
は
高
等
教
育
の
成
果

に
関
す
る
前
述
の
よ
う
な
認
識
に
基
づ
き
、

か
ね
て
全
英
規
模
で
の
学
生
調
査
（
図
表

3
）
や
卒
業
生
調
査
（
図
表
4
）
が
各
大

学
か
ら
は
独
立
し
た
機
関
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
、
そ
の
結
果
が
大
学
や
学
部
ご
と
に

横
断
的
な
比
較
が
可
能
な
形
でU
nistats

な
ど
の
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

学
生
調
査
の
コ
ア
質
問
項
目
は
図
表
3
の

通
り
で
、
教
授
内
容
、
学
修
の
機
会
、
評

価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
支
援
、
組
織
運
営
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

学
生
の
声
の
反
映
な
ど
に
対
す
る
学
生
自

身
の
「
満
足
度
」
を
問
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、

卒
業
生

調
査
は

在
学
時

の

修

学
・
指

導
に
対

す
る
満

足
度
や

卒
業
後

の
所
得

を
含
む

就
業
状
況
に
関
す
る
も
の
で
、
大
学
や
学

部
ご
と
の
回
答
の
集
計
結
果
は
、
前
述
の

U
nistats

な
ど
の
W
E
B
サ
イ
ト
で
公
表

さ
れ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
図
表
4
は
、U

nistats

に
お

い
て
、
卒
業
生
調
査
に
基
づ
く
所
得
状
況

が
ど
の
よ
う
に
開
示
さ
れ
て
い
る
か
を
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
の
医
学
コ
ー
ス
を
例
に
、

W
E
B
画
面
そ
の
ま
ま
の
形
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
大
学
の

医
学
コ
ー
ス
の
卒
業
生
の
1
8
5
人
か
ら
、

卒
業
6
カ
月
後
の
所
得
の
状
況
に
関
す
る

回
答
が
得
ら
れ
て
お
り
、
平
均
所
得
は
3

万
ポンド
（
1
ポンド
＝
1
4
0
円
で
換
算
す
れ
ば

約
4
2
0
万
円
相
当
）、
所
得
の
典
型
的

な
レ
ン
ジ
は
2
・
7
万
ポンド
（
同
約
3
7
8

万
円
相
当
）
〜
3
・
4
万
ポンド
（
同
約

4
7
6
万
円
相
当
）
で
あ
る
。

　
他
方
、
全
英
レ
ベ
ル
で
見
た
際
の
医
学

コ
ー
ス
の
卒
業
6
カ
月
後
の
平
均
所
得
は

3
・
1
万
ポンド
（
同
約
4
3
4
万
円
相
当
）、

所
得
の
典
型
的
な
レ
ン
ジ
は
ロ
ン
ド
ン
大

学
の
医
学
コ
ー
ス
と
同
じ
く
2
・
7
万
ポンド

〜
3
・
4
万
ポンド
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
同
コ
ー
ス
の
卒
業
生
の
卒
業
3
年

後
の
状
況
に
関
す
る
回
答
が
5
5
5
人
の

卒
業
生
か
ら
得
ら
れ
て
お
り
、
卒
業
6
カ

月
後
よ
り
も
平
均
所
得
が
4
割
強
増
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
大
学
の
各
学
部
や
専
攻
の
卒
業
生
が
従

事
す
る
職
業
や
勤
務
先
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

職
業
や
勤
務
先
の
名
称
、
規
模
、
上
場
企

業
か
非
上
場
企
業
か
と
い
っ
た
特
性
で
そ

の
良
し
あ
し
を
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
う
し
た
中
で
「〝
所
得
〟
は
業
種

や
職
業
な
ど
を
問
わ
ず
、
自
営
業
の
よ
う

な
形
で
起
業
し
た
り
就
業
す
る
ケ
ー
ス
な

ど
も
含
め
て
、
公
平
か
つ
客
観
的
に

〝em
ployability

〟
を
測
る
こ
と
が
で
き

る
一
つ
の
重
要
な
尺
度
で
あ
る
」
と
い
う

の
が
英
国
流
の
高
等
教
育
の
成
果
に
関
す

る
考
え
方
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
同
国
に
お

い
て
も
、
所
得
水
準
は
職
業
に
よ
っ
て
一

定
の
差
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
特
定
の
大

学
の
特
定
の
学
部
の
卒
業
生
の
所
得
水
準

の
調
査
結
果
の
み
を
公
表
す
る
こ
と
で
誤

解
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

合
わ
せ
て
同
じ
学
部
・
学
科
系
統
の
全
英

レ
ベ
ル
の
卒
業
生
の
所
得
水
準
が
開
示
さ

れ
て
い
る
。

　
英
国
で
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
等
教

育
の
成
果
を
把
握
す
る
た
め
の
努
力
が
積

み
重
ね
ら
れ
、
情
報
開
示
も
徹
底
さ
れ
て

い
る
。
同
国
の
高
等
教
育
が
今
日
も
な
お
、

世
界
で
も
屈
指
の
レ
ベ
ル
を
維
持
し
続
け

て
い
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
国
全
体
の

努
力
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

「
教
育
の
成
果
の
把
握
」
は
や
ろ
う
と
思

（出所）（独）大学改革支援・学位授与機構ホームページ
（https://portraits.niad.ac.jp/index.html）を基に日
本総合研究所作成

〈図表1〉「大学ポートレート」の内容

（出所）英Unistatsホームページを基に日本総合研究所作成

〈図表2〉英国のUnistatsにおける情報開示
の項目

① 教育研究上の目的など
② 学部・研究科の特色など
③ 入試
④ 教育課程（カリキュラム）
⑤ 進路
⑥ 学費・奨学金など
⑦ 教員
⑧ 学生
⑨ キャンパス

学生の満足度
　　　全英学生調査＜NSS＞の調査結果（図表 3参照）

雇用および資格等の認定状況
　　　卒業生調査の結果（図表４参照）など

学業の継続および学位の取得結果
　　　入学１年後の学業の継続状況など
　　　学位の取得状況

入試情報
　　　入学者のUCAS tariff のスコアの分布状況
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え
ば
で
き
る
の
で
あ
る
。

よ
う
や
く
学
生
調
査
が
検
討
さ
れ
る
も
…

　
わ
が
国
で
も
こ
こ
へ
来
て
よ
う
や
く
、

全
国
レ
ベ
ル
で
の
学
生
調
査
の
実
施
に
向

け
た
検
討
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
自
体
は
一

歩
前
進
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら

現
在
、
文
科
省
で
検
討
さ
れ
て
い
る
肝
心

の
そ
の
内
容
は
〝
学
生
の
勉
学
や
生
活
の

実
態
調
査
〟
の
次
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
を
高
等
教
育
の
評
価
の

尺
度
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
欠
か
せ
な
い
は
ず
の
、「
自

ら
が
受
け
て
い
る
教
育
や
大
学
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
学
生
の
満
足
度
」
を
問
う

質
問
が
見
当
た
ら
な
い
。
他
方
、
大
学
生

に
対
す
る
質
問
で
あ
り
な
が
ら
、
日
々
の

授
業
外
の
学
習
時
間
を
問
う
設
問
ま
で
あ

り
、
こ
の
学
生
調
査
が
、
あ
く
ま
で
〝
教

師
目
線
〟
で
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
内
容
は
、
前
述
の

英
国
の
例
と
は
か
な
り
対
照
的
な
も
の
だ
。

　
本
来
、「
高
等
教
育
の
成
果
は
、
学
生

や
卒
業
生
、
企
業
と
い
っ
た
社
会
が
評
価

す
る
」
べ
き
と
こ
ろ
、
わ
が
国
で
は
そ
れ

が
「
学
生
の
成
績
を
教
員
や
大
学
が
つ
け

る
」
こ
と
と
勘
違
い
し
て
排
除
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
感
す
ら
あ
る
。
卒
業
生
調
査

の
実
施
は
、
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
、
改
革
の
議
題
の
俎そ

じ
ょ
う上
に
も
載
せ
ら

れ
て
い
な
い
も
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
理
由
は
、
こ
う
し
た
改
革
が
、
あ

く
ま
で
主
と
し
て
大
学
関
係
者
に
よ
っ
て

検
討
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
の
は
間
違
い

な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
の
学
生
調
査
に
限

ら
な
い
。
文
科
省
は
こ
れ
ま
で
、
大
学
改

革
の
検
討
を
主
と
し
て
中

央
教
育
審
議
会
の
大
学
分

科
会
に
お
け
る
審
議
に
委

ね
て
き
た
が
、
同
分
科
会

の
委
員
構
成
を
見
る
と
、

そ
の
大
部
分
は
大
学
関
係

者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

で
は
あ
た
か
も
、〝
主
に

大
学
関
係
者
に
よ
る
大
学

の
た
め
の
改
革
〟
と
な
っ

て
し
ま
い
、〝
学
生
や
卒

業
生
、
そ
し
て
彼
ら
を
雇

用
す
る
企
業
と
い
っ
た
社

会
全
体
の
た
め
の
改
革
〟

た
り
得
な
い
の
は
当
然
の

帰
結
だ
ろ
う
。
教
育
の
成

果
や
効
果
は
把
握
で
き
な

い
の
で
は
な
く
、
実
の
と
こ
ろ
は
、
教
師

の
側
が
相
対
評
価
を
避
け
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
の
か
。
わ
が
国
で
こ
れ
ま
で
の
度

重
な
る
大
学
改
革
が
な
か
な
か
奏
功
し
な

い
最
大
の
理
由
の
1
点
目
は
、
こ
の
点
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

硬
直
的
な
国
費
の
配
分

　
わ
が
国
の
高
等
教
育
の
要
で
あ
る
国
立

大
学
は
、
か
つ
て
国
の
特
別
会
計
の
下
で

運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
04
年
度
に
法
人
化

さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
枠
組
み

は
、憲
法
で
保
障
さ
れ
た
「
学
問
の
自
由
」

や
「
大
学
の
自
治
」
を
〝
錦
の
御
旗
〟
に
、

3
年
先
行
し
て
国
も
し
く
は
特
殊
法
人
な

ど
か
ら
の
法
人
化
が
行
わ
れ
た
独
立
行
政

法
人
（
独
法
）
と
は
相
当
に
異
な
る
枠
組

み
と
な
っ
た
。
図
表
5
は
、
国
立
大
学
が

評
価
を
受
け
る
現
行
の
仕
組
み
の
一
覧
で

あ
る
が
、法
人
化
時
点
で
設
け
ら
れ
た「
機

関
別
認
証
評
価
」
は
プ
ロ
セ
ス
の
チ
ェ
ッ

ク
が
主
で
、
教
育
や
研
究
の
成
果
を
厳
格

に
問
う
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。「
国
立

大
学
法
人
評
価
」
と
と
も
に
評
価
の
担
い

手
の
大
部
分
は
大
学
関
係
者
で
、
そ
れ
以

外
の
客
観
的
な
目
は
ご
く
限
ら
れ
る
と
い

う
、
い
わ
ば
〝
身
内
の
評
価
〟
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
、
国
の
独
法
の
評
価
と
国
立
大

（出所）Office for Students, “NSS 2019 Core questionnaire”
（https://www.officeforstudents.org.uk/media/ceed008b-1f02-48
ad-b566-d9ca7080376f/nss-2019-questionnaire.pdf）を基に日本
総合研究所作成

〈図表3〉英学生調査（NSS）のコア質問項目
（以下の質問に対して、「全く同意する」「おおむね同意する」「どちらでもない」「おおむね不同意で
ある」「全く不同意である」「どれにもあてはまらない」の中から回答を選択）

＜私の課程における教え方＞
1.   スタッフはものごとを説明するのが上手だ。
2.   スタッフは対象を面白いものにしてくれる。
3.   課程には知的な刺激がある。
4.   私の課程は、自分として最高の成果を達成する上での挑戦をさせてくれる。

＜評価とフィードバック＞
8.   評価に用いる基準は、あらかじめ明確に示されている。
9.   成績と評価は公平に行われている。
10. 私の作品に対するフィードバックはタイムリーに行われている。
11. 私の作品に対する有益なコメントをもらっている。

＜学びのリソース＞
18. 提供されている IT のリソースと機能は、よりよく学ぶ上で手助けとなっている。
19. 図書館のリソース（書籍、オンライン・サービス、および学ぶ際のスペース）は、よりよく学ぶ
上で手助けになっている。

20. 必要な際には、課程特有のリソース（設備、機能、ソフトウエア、収蔵物）にアクセスすること
ができる。

＜アカデミックな支援＞
12. 私は必要なときに、スタッフとコンタクトをとることができる。
13. 私は自分の課程に関連する十分な助言や指導を受けている。
14. 自分の課程において勉学の選択をする必要がある際、よい助言を得ることができる。

＜組織とマネジメント＞
15. 課程はよく構成され、スムーズに運営されている。
16. 時間割は私にとって効率的に機能している。
17. 課程や教授内容に関する何らかの変更がある場合には効果的に伝えられている。

＜学生の声＞
23. 自分の課程に関するフィードバックをするしかるべき機会を得ている。
24. スタッフは、課程に対する学生の見解や意見を重視している。
25. 課程に対する学生のフィードバックに対してどのような対応がとられたかが明らかにされている。
26. 学生組合（協会もしくはギルド）は、学生のアカデミックな関心を効果的に代表している。
27. 全体として、私は課程の質に満足している。
28. これまでの経験に照らして、自分として焦点を当てたいと考える、何らかの特別に肯定的もしく
は否定的な観点があれば。

＜学びのコミュニティー＞
21. スタッフや学生のコミュニティーの一員であると感じている。
22. 自分の課程の一環として、他の学生と協働するしかるべき機会を得ている。

＜学びの機会＞
5.   私の課程は、思想や概念を深く探究する機会を与えてくれる。
6.   私の課程は、異なるトピックスから情報や概念を引き出す機会を与えてくれる。
7.   私の課程は、学んだことを応用する機会を与えてくれる。
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学
法
人
の
評
価
の
両
方
に
参
画
し
た
経
験

が
あ
る
が
、
評
価
の
客
観
性
や
厳
格
さ
、

き
め
の
細
か
さ
と
い
っ
た
全
て
の
面
で
、

国
立
大
学
法
人
評
価
の
レ
ベ
ル
は
独
法
評

価
で
達
成
さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
と
は
程
遠

い
。
独
法
の
よ
う
に
、
徹
底
的
な
情
報
開

示
が
義
務
付
け
ら
れ
て
も
い
な
い
。

　
要
す
る
に
、
法
人
化
に
よ
っ
て
高
等
教

育
と
研
究
と
い
う
、
国
に
と
っ
て
重
要
な

機
能
を
各
国
立
大
学
法
人
に
委
ね
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
実
績
を
客
観
的
な
目
で
厳

格
に
事
後
評
価
し
、
以
後
の
各
大
学
の
運

営
の
改
善
や
改
革
に
つ
な
げ
て
い
く

「
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
」（
企
画
立
案
、
実

施
、
評
価
、
改
善
）
が
き
ち
ん
と
回
せ
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
立
大
学
の
場
合
は

法
人
化
の
時
点
で
そ
れ
が
客
観
評
価
に
よ

っ
て
き
ち
ん
と
回
る
体
制
と
な
っ
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
度
重
な
る
改
革
が

な
か
な
か
奏
功
し
な
い
第
2
の
理
由
は
、

こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
不
十
分
な
評
価
体
制
の
下
で
、

法
人
化
以
降
、
各
国
立
大
学
に
対
す
る
運

営
費
交
付
金
は
極
め
て
硬
直
的
な
配
分
が

行
わ
れ
て
き
た
。
教
育
と
研
究
に
分
け
る

こ
と
も
な
く
、
学
部
ご
と
に
積
算
す
る
こ

と
も
な
く
、
04
年
度
時
点
の
学
生
数
や
教

員
数
な
ど
に
基
づ
く
大

学
単
位
の
〝
丼
勘
定
〟

で
の
硬
直
的
な
配
分
が
、

10
年
以
上
行
わ
れ
て
き

た
の
で
あ
る（
図
表
6
）。

　
そ
こ
で
16
年
度
か
ら
、

全
国
立
大
学
を
各
大
学

自
身
に
よ
る
〝
挙
手
〟

方
式
で
①
地
域
②
分
野

③
世
界
─
の
3
分
野
の

い
ず
れ
か
を
選
択
さ
せ
、

そ
の
重
点
化
に
取
り
組

ま
せ
る
「
重
点
支
援
評

価
」
の
枠
組
み
が
追
加

さ
れ
、
運
営
費
交
付
金

の
ご
く
一
部
が
そ
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

評
価
に
基
づ
き

配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
「
重
点
支
援
評
価
」
も
、
各
大
学
が

自
ら
設
定
し
た
定
量
目
標
（
K
P
I
）
の

達
成
度
合
い
に
基
づ
く
機
械
的
な
評
価
と

い
う
側
面
が
強
く
、
独
法
に
対
し
て
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
「
定
量
評
価
・
定
性
評

価
双
方
の
観
点
を
含
む
、
当
事
者
と
評
価

側
と
の
議
論
に
基
づ
く
客
観
評
価
」
と
は

程
遠
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
現
行
の
国
立
大
学
法
人
法
の
枠
組
み
の

下
で
、
運
営
費
交
付
金
の
硬
直
的
な
配
分

を
何
と
か
し
て
打
破
し
よ
う
と
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
確
か
に
こ
れ
く
ら
い
し
か
方
法

は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
も

こ
の
や
り
方
の
ま
ま
で
本
当
に
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
国
立
大
学
を
評
価
す
る
仕
組
み

と
し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も
「
国
立
大
学

改
革
補
助
金
」
や
「
指
定
国
立
大
学
法
人

制
度
」
も
そ
の
後
追
加
さ
れ
、
い
ず
れ
も

評
価
側
に
加
わ
る
大
学
関
係
者
以
外
の
外

部
の
目
が
増
や
さ
れ
て
は
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
二
つ
に
も
①
評
価
の
対
象

は
申
請
し
た
大
学
に
限
ら
れ
、
全
国
立
大

学
と
は
な
っ
て
い
な
い
②
各
大
学
が
擁
す

る
全
学
部
や
研
究
科
等
の
研
究
・
教
育
に

わ
た
る
業
績
や
成
果
を
き
っ
ち
り
検
証
す

る
枠
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
③
補
助
金

の
審
査
と
い
っ
た
建
て
付
け
上
、
評
価
の

資
料
や
プ
ロ
セ
ス
の
公
開
性
が
不
十
分
で

あ
る
─
と
い
っ
た
問
題
点
が
あ
る
。
何
よ

り
も
、
評
価
を
受
け
る
各
大
学
の
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
多
く
の
評
価
制
度
が
並
行
し

て
運
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り
、
負
担
が

重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

社
会
全
体
の
目
線
で
改
革
を

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
わ
が
国
で

大
学
改
革
、
と
り
わ
け
国
立
大
学
改
革
の

成
果
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
理
由
は
自

明
だ
ろ
う
。
法
人
化
後
の
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
を
回
す
際
に
も
、
そ
し
て
今
後
の
改

革
の
方
向
性
を
検
討
す
る
際
に
も
、
大
学

関
係
者
以
外
の
〝
外
部
の
目
線
〟
が
欠
落

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
学
自
身

に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
で
も
あ
る
。

　
昨
秋
に
行
わ
れ
た
国
の
本
年
度
予
算
の

編
成
過
程
に
お
い
て
、
一
定
の
客
観
指
標

に
基
づ
く
配
分
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
国
立
大
学
側
は
反
発
を
強
め
た
。

各
国
立
大
学
の
「
教
育
」
と
「
研
究
」
の

ウ
エ
ー
ト
が
異
な
る
中
、
研
究
面
中
心
の

わ
ず
か
数
個
の
指
標
に
基
づ
く
配
分
の
強

化
と
な
れ
ば
、
国
立
大
学
側
の
反
発
に
は

や
む
を
得
な
い
面
も
あ
る
。

　
で
は
、
同
じ
よ
う
に
国
か
ら
運
営
費
交

付
金
を
受
け
る
独
法
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ

（出所）英Unistatsホームページ（https://unistats.ac.uk/subjects/
employment/10007784FT-UBSMEDSAPP05/ReturnTo/
Search）

〈図表4〉英国のUnistatsにおける、大学の卒業生
の所得の調査結果の情報開示例（ロンドン
大学の医学コースの例）
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う
か
。
独
法
に
は

国
か
ら
運
営
費
交

付
金
を
受
け
る
も

の
と
受
け
な
い
も

の
と
が
あ
る
が
、

交
付
金
を
特
定
の

成
果
指
標
に
連
動

さ
せ
て
配
分
す
る
、

な
ど
と
い
っ
た
話

は
一
切
聞
か
れ
な

い
。
財
政
当
局
が

前
面
に
出
る
ま
で

も
な
く
、
独
法
に

対
し
て
は
外
部
の

目
に
よ
る
二
重
、

三
重
の
厳
し
い
客

観
評
価
に
よ
っ
て

P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
が
回
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
勘
定
ご

と
の
区
分
経
理
に

よ
る
明
快
な
財
務

運
営
や
情
報
開
示

が
徹
底
さ
れ
て
い

る
。

　
各
独
法
の
中
期

目
標
や
中
期
計
画
、

そ
れ
ら
の
達
成
状

況
は
す
べ
て
公
表

さ
れ
、
客

観
評
価
の

会
議
は
時

に
は
激
し

い
議
論
と

な
る
が
、

す
べ
て
公

開
で
行
わ

れ
る
。
国

か
ら
一
定

の
任
務
を

委
ね
ら
れ

た
公
器
と

し
て
は
そ

れ
が
健
全

な
姿
だ
ろ

う
。
こ
の

よ
う
な
実

効
性
の
高

い
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
や
徹
底
的
な
情
報

開
示
を
通
じ
、
業
績
向
上
や
経
済
・
社
会

情
勢
の
変
化
に
応
じ
た
経
営
の
効
率
化
に

向
け
、
独
法
へ
の
規
律
付
け
は
十
分
に
機

能
し
て
い
る
。

　
財
政
当
局
は
、
そ
れ
ら
を
に
ら
み
な
が

ら
、
財
政
事
情
も
勘
案
し
つ
つ
各
年
度
、

各
業
務
に
必
要
な
運
営
費
交
付
金
を
支
出

し
て
い
る
。
運
営
費
交
付
金
の
配
布
を
受

け
る
独
法
側
の
納
得
性
も
高
く
、
国
立
大

学
の
よ
う
に
「
不
十
分
な
国
費
支
出
が
業

績
向
上
の
足
か
せ
だ
」
な
ど
と
責
任
転
嫁

す
る
よ
う
な
不
満
の
声
は
、
独
法
側
か
ら

は
お
よ
そ
聞
こ
え
て
こ
な
い
。
同
じ
社
会

の
公
器
で
あ
る
国
立
大
学
に
対
す
る
国
の

関
与
も
、
本
来
は
こ
う
あ
る
べ
き
な
の
で

は
な
い
の
か
。
何
よ
り
も
必
要
な
の
は
、

国
立
大
学
法
人
制
度
の
抜
本
的
な
再
設
計

と
、〝
社
会
全
体
の
目
線
〟
に
よ
る
大
学

改
革
で
は
な
い
の
か
。

（出所）文部科学省「国立大学法人運営費交付金」2018年11月15日（行政事業レビュー秋の年次公開検証における文科省配布資料）を基に、
国立大学改革補助金および指定国立大学法人制度に関する文科省HP資料を参考に日本総合研究所が一部加筆・編集して作成

〈図表5〉国立大学法人を評価する仕組み
機関別認証評価

評価の頻度

対象

枠組み

国立大学法人評価 重点支援評価 （参考）
国立大学改革補助金
（経営改革促進事業）

（参考）
指定国立大学法人制度

国公私立大学
（780大学）
短期大学、高等専門学校

国立大学
（86大学）

国立大学
（2018年度：申請 19事業→採択７事業）
（2019年度：申請 17事業）

世界最高水準の教育研究活動の展開が
見込まれる国立大学（6大学）※2019
年 8月現在の指定法人数

補助金の趣旨を踏まえ、各大学が提出
した経営改革構想の申請内容を評価
し、対象事業を選定

※経営改革構想の審査の観点
(1) 構想の卓越性
(2) 取組の実効性
(3) 構想の実現可能性
(4) 取組の継続性および発展性
(5) 成果目標設定の妥当性
(6) 本事業に対する姿勢

第３期中期目標期間においては、「研
究力、社会との連携、国際協働」の３
つの領域において、国内最高水準に位
置していることを、外国人有識者を含
む外部有識者からなる委員会（国立大
学法人評価委員会国立大学法人分科会
指定国立大学法人部会）が書面審査、
ヒアリング審査および現地視察を実施
の上、確認

補助金の事業選定のための評価 国立大学法人法に基づく指定国立大学
法人の指定

選定時
※支援期間中、毎年度ＫＰＩ達成状
況を含めた取組の進捗状況を確認

指定時

文部科学省が設置する有識者会議 国立大学法人評価委員会の意見を聴い
て、文部科学大臣が指定

国立大学
（86大学）

７年以内ごと 教育研究： ４年目および
 ６年目終了時
業務運営：財務内容：毎年

毎年度

評価者 認証評価機関
（文部科学大臣が認証）

国立大学法人評価委員会 文部科学省が設置する有
識者会議

視点
評価項目

各大学の状況が、設置基準
等の法令に適合した大学評
価基準（各認証評価機関が
設定）を満たしていること
の確認

文部科学大臣が、法人の意
見を踏まえて各法人ごとに
策定した中期目標期間（６
年間）における中期目標の
達成状況を評価

教育・研究・業務運営・財
務内容について評価

※教育研究の評価に当たっ
ては、大学改革支援・学位
授与機構が実施する中期目
標の達成状況の評価結果を
尊重

各国立大学の機能強化の方
向性に応じた取り組みをき
め細かく支援するため、予
算上、３つの重点支援の枠
組みを創設

枠組みの機能強化を実現す
るために各法人が自ら設定
した戦略および戦略の達成
状況を判断するための評価
指標（ＫＰＩ）の進捗状況
等を評価し予算配分

学校教育法に基づく評価 国立大学法人法に基づく
評価

国立大学の機能強化推進
のための評価

（出所）読売教育ネットワーク　異見交論55「東大の見識を疑う」安西祐一郎氏（中央
教育審議会前会長）（https://kyoiku.yomiuri.co.jp/rensai/contents/55.php）

〈図表6〉国立大学法人運営費交付金　法人別予算額（2017年度）
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折
し
も
本
年
6
月
21
日
に
決
定
さ
れ
た

「
骨
太
の
方
針
」（
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
2
0
1
9
）
に
は
「
国
は
国

立
大
学
の
真
の
自
律
的
経
営
に
相ふ

さ
わ応
し
い

法
的
枠
組
み
の
再
検
討
を
行
う
こ
と
」
お

よ
び「
現
行
の『
国
立
大
学
法
人
評
価
』『
認

証
評
価
』
お
よ
び
『
重
点
支
援
評
価
』
に

関
し
、
廃
止
を
含
め
抜
本
的
な
簡
素
化
を

図
り
、
教
育
・
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
、

中
長
期
的
努
力
の
成
果
を
含
め
厳
正
か
つ

客
観
的
な
評
価
に
転
換
す
る
」
方
針
が
盛

り
込
ま
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
科

省
は
、
こ
の
点
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く

の
か
と
い
う
方
針
を
ま
だ
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
。

　
国
立
大
学
は
国
の
高
等
教
育
の
要
で
あ

り
、
そ
の
改
革
が
進
め
ば
成
果
は
お
の
ず

と
公
立
大
学
や
私
立
大
学
に
も
波
及
し
て

い
く
。
国
立
大
学
法
人
は
現
在
、
第
3
期

中
期
目
標
期
間
に
あ
る
が
、
次
の
第
4
期

は
22
年
度
か
ら
と
迫
っ
て
い
る
。
今
後
の

わ
が
国
の
大
学
改
革
の
実
効
性
を
高
め
る

た
め
に
も
、
従
来
の
〝
身
内
の
目
線
〟
の

み
に
よ
る
運
営
か
ら
脱
し
、〝
外
部
の
目
〟

〝
社
会
全
体
の
目
〟
に
よ
る
規
律
あ
る
高

等
教
育
運
営
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。


